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福島県公立学校退職校長会
両沼支部事務局 令和４年９月発行

ＩＣＴ社会での学びを生きる力に

新型コロナ感染第７派の拡大により、３年ぶりに開催予定の退職・現職校
長会教育懇談会を中止せざるをえなくなりました。現職・退職校長会の事務
局間で開催に向けての準備・連絡調整をしてきましたが、今後学校教育の現
状や諸問題等について共通理解を図りながら、次年度の懇談会開催への橋渡
しに努めていきたいと考えています。
昨年世界経済フォーラム（ダボス会議）は「未来の仕事２０２１年」を公

表し、２０２５年には５２％の労働が機械化されると報告されました。現在
１２歳の子どもが将来就く仕事の６５％は存在しなくなるということで、現
在の労働よりも知的に高度な仕事になっていきます。そこで、近い将来に備
えた質の高い学びを子どもたちにいかに保障するかが教育課題になっていき
ます。
「今日的な教育課題について」小・中学校の現状報告に学びながら、コロ

ナ禍の中での教育技術革新とＩＣＴ教育の普及を「不易と流行」の観点から、
教師として子どもと共に学ばなければならない使命を感
じています。スマホ、パソコンなどインターネットを介
したデジタル通信によるＩＣＴ社会を子どもと共に生き
る現職世代に限らず退職世代も「ＩＣＴ社会での学びを
生きる力に」つなげられるよう、まずは心身共に健康維
持に努めることが大事だと思います。

※ＩＣＴ：「information and communication technology
（情報通信技術）」の略

支部長 鶴見 常夫

◇◆◇ お知らせ ◇◆◇

第３１回退職・現職校長会教育懇談会中止について

８月１８日（木）に予定していました退職・現職校長会教育懇談会は、大変残
念ながら会津域内や学校現場でのコロナ罹患者や濃厚接触者の
増加により、中止とさせていただきました。
これまで、何度か退職校長会と現職校長会による打ち合わせ

を行い、懇談会当日のコロナ対応に配慮しながら「学校現場で
の今日的な教育課題」と「退職後の生活の様子」の２つの柱で
話し合いや情報交換をしていく予定でおりました。また、今回
の懇談会では、ご多忙の中、現職校長会２３名、退職校長会１
８名に参加していただく予定でおりました。
中止に当たっては、懇談会の内容を次年度に引き継いでいく

ということになりました。また、今後も退職校長会の会員の皆
様に多くご参加いただけるよう呼びかけて参りたいと存じます。
今後ともよろしくお願いいたします。

両 沼 広 報
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健康麻雀クラブ

当クラブには１５名の会員が所属しており、７月１６
日（土）には８名が参加し、広瀬コミュニティーセンタ
ー（旧広瀬小）を会場に「第１回健康麻雀大会」を開催
しました。
鶴見支部長、穴澤部長にご挨拶をいただいた後、近況

報告など交えながら和気あいあいとした中で競技が行わ
れ、今回初参加となる新田銀一氏が優勝、第２位長谷川
文之氏、第３位穴澤紀明部長といった結果でした。今年
度は事務局よりクラブ補助金を増額していただき、全員
の各賞に充当させていただきました。

麻雀クラブ事務局 春日 芳則

ゴルフクラブ

ＲＴＫ（あ～るてぃけぃ！）
退職校長会ゴルフクラブは、令和２年にゴルフ好き
９名が手を挙げ、「自然・健康・生きがいを！」目的
に「ＲＴＫ」と称して進めてきました。クラブ員は意
欲満々、元気はつらつ笑顔で、みんな自然を満喫して
楽しんでいます。今後もＲＴＫの如く、あ～るてぃけ
ぃ！を合い言葉に、自然の中を歩きながら、クラブ員
の健全な心身の維持・増進を図り親睦を深めていきた
いと思います。

ゴルフクラブ 深谷 哲三

７月の結果 第１位 井上 佳彦氏
第２位 泉 光洋氏
第３位 深谷 哲三氏

囲碁・将棋クラブ

「囲碁・将棋クラブ」で募集したところ、囲碁に７名、
将棋は０名の応募がありました。よって、今後は囲碁ク
ラブ一本でいくと決議されました。７名の中には入門者
１名もおり、少しずつ棋力が向上していくことでしょう。
さて、３年ぶりの囲碁大会は、素晴らしい施設の「じげ
んプラザ」で開催されました。４名が参加し、妙手・好
守の発見に楽しい一日を過ごすことができました。

囲碁クラブ事務局 目黒 俊介

７月の結果 第１位 記虎 靖之氏
第２位 目黒 俊介氏

各クラブ活動の様子


